
☑

□
□
□

尿をつくる② 講義9 ②
尿細管の構造と機能
傍⽷球体装置の機能

尿をつくる① 講義8 ①

消化と吸収④ 講義

便を出す 講義

6

7

⑥

⑦

肝臓の機能
腹膜

消化管(⼤腸(結腸))の構造と機能
S状結腸・直腸・肛⾨の構造
便意と排便

腎臓の構造と機能
⽷球体の構造と機能

講義

消化と吸収③ 講義

4

5

④

⑤

栄養素の消化と吸収

膵臓の構造と機能
肝臓と胆嚢の構造と機能

消化と吸収②

回 学習項⽬

⾷べる①1 ①

到達⽬標
⾃分のからだに関⼼をもちながら、⽣活⾏動の原動⼒となる⾷べて出すしくみについて表現
することができる

⼝・咽頭・⾷道の構造と機能

⾷欲
⾷⾏動
咀嚼し味わう
飲み込む(嚥下)

消化管(胃・⼩腸)の構造と機能

授業
⽅法

講義

講義

講義

⾷べる②

消化と吸収①

2

3

②

③

学習内容

科⽬⽬標 個体の維持に必要不可⽋な物質の供給と排泄のしくみを理解することができる

科⽬名

履修年次 １年次 科⽬区分 専⾨基礎分野
単位数
(時間)

１単位
（30時間）

20．⽣活⾏動からみるからだⅣ
⾷べて出す

ディプロマポリ
シー(DP)

⼈を⼤切にするこころ
現象を適切に把握し地域で⽣活する⼈を⽀える看護実践⼒
チームの中で連携・協働するための⼒
専⾨職業⼈として⾃⼰研鑽する⼒



体液調節② 講義

尿を出す 演習

13

15

⑥

②

14 ①
ごはんを⾷べて便とし
て出す

演習

塩類のバランス
酸塩基平衡

⾷べたものがどのようにしてエネルギーとして使われ、不要なも
のはどのように排泄される︖

尿が濃い時、薄い時がなぜあるの︖

尿を出す 講義

体液調節① 講義

11

12

④

⑤

排尿路の構造
尿の貯蔵と排尿

⼈体の成分と体液
⽔の出納

尿をつくる③ 講義10 ③
クリアランスと⽷球体濾過量
尿の⽣成


